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↑約１億5000万年前 ↓約3300万年前

地球の誕生

生命の誕生

古生代

新生代

現在

中生代

生物の歴史1第 節

現在見られる生物のなかまは，いつ現れたのだろうか。
現在の生物と昔の生物にはどのようなつながりが
あるのだろうか。

レッツ スタート！問題
発見
問題
発見
問題
発見

メモ
しよう

化石が発見される地質年代と，それぞ
れの生物の特

とく

徴
ちょう

を結びつけて考えよう。

科学のミカタ

111110

↑約１億5000万年前 ↓約4万年前

地球の誕生

生命の誕生

古生代

新生代

現在

中生代

生物の歴史1第 節

現在見られる生物のなかまは，いつ現れたのだろうか。
現在の生物と昔の生物にはどのようなつながりが
あるのだろうか。

レッツ スタート！問題
発見
問題
発見
問題
発見

メモ
しよう

化石が発見される地質年代と，それぞ
れの生物の特

とく

徴
ちょう

を結びつけて考えよう。

科学のミカタ

111110

239 下左3

誤った事実の記載

? 観察 分析解釈 ! 活用問題発見

　実際の太陽の黒点は，位置と形が 図2 のボールにかい
た黒い円と同じように変化するため，太陽は自

じ

転
てん
★1しているこ

とがわかる。さらに，自転していても地球の昼間の明るさが変
わらないことから，太陽は四方八方に同じように光を出してい
ることもわかる。
●太陽の活動と地球への影響
　太陽は非常に高温であるため，物質は全て気体となってお
り，地球や月のように岩石などの固体の表面をもたない。中
心部は，表面よりもさらに高温で，そこで発生したエネルギー
が表面に伝わり，光や熱として宇宙空間に放出される。その
エネルギーの一部を地球が受けとっている。
　太陽の表面にある黒点は，まわりよりも温度が低い。また，
黒点は太陽の活動が活発になると増加し，おだやかになると
減少する。そのため，黒点の数は太陽の活動のようすを知る
手がかりになる。
　黒点の周辺では， 図6 のような高温のガスがみられること
がある。太陽の活動が活発なときには，電波障害が起きて無
線通信が困難になったり，美しいオーロラが見えたりして，地
球にさまざまな影

えい

響
きょう

がおよぶことがある。このように，太陽活
動は，私たちの生活にも大きく影響している。太陽の表面のようすと内部の想像図

図3

●モデルでわかること
図2 のように，ボールにかいた黒い円は，球体の中央部

では円形だが周辺部ではだ円形に見える。実際の黒点の見
え方もこれと同じである。したがって，太陽も球体であること
がわかる。

図1 のように黒点が太陽の表面で位置を
変えていくことがわかった。

観察から

太陽の活動が活発になって，電波障害が起きると私たちの生
活にどのような影響があるか具体的に考えてみ
よう。

学びをいかして考えよう活用活用活用

ボールにかいた黒い円の移動

実際の黒点の移動のようす

図1

図2

天体の
名前

直径
（地球＝1）

質量
（地球＝1）

密度
〔g/cm3〕

公転の
周期

〔年〕

大気の
主な成分

表面の
平均温度
〔℃〕

太陽 109 332,900 1.41 ── 水素 約6000

地球 （12,756 km）（5,972,000,000兆t） 5.51 1.00 窒
ちっ

素
そ

，酸素 約15

モデルを使って考えよう

黒点の移動は，同じものが移動したのか，できては
消えていくものなのか，モデルを使って考えよう。

西東

1月3日

1月5日

1月7日

プロミネンス
[約1万℃]

コロナ
[約100万℃]
太陽をとり巻く
高温のガスの層

地球の大きさ
太陽の直径は，
地球の約109倍

黒点
[約4000℃]
まわりよりも温度が
低いため，黒く見える。 中心部

[約1600万℃]

表面（光球)
[約6000℃]

太陽と地球の比
ひ

較
かく
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196ページの　　 課題に対して自分の考えをまとめよう。
（使用するキーワード →黒点，球体，自転）

例文は →このページの右下へ

課題に対する結論を表現しよう

ノートに書いてほかの人と比べよう

!
?

特別な光で観察した
黒点のようす

課題に対する結論の例　太陽の表
面には黒点とよばれる黒い斑

はん

点
てん

が
ある。また，太陽は球体で自転して
いる。

日食のときに見えたプロミネンス
（1999年8月11日 トルコ）

図4

日食のときに見えたコロナ
（2009年7月22日 硫

い お う

黄島
とう

近海）

図5

★1 天体が，その中心を通る線を
軸
じく

にして，自分自身が回転すること
を自転という。

水素が出す特別な光で撮
さつ

影
えい

した
太陽黒点とその周辺にみられる
高温のガス

図6

（2014年10月9日）

黒点

太陽は毎日
同じ形だから
球体じゃないかな。 黒点が太陽の

真ん中にあるときと
はしにあるときで
形は……。

メモ
しよう

メモ
しよう
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? 観察 分析解釈 ! 活用問題発見

　実際の太陽の黒点は，位置と形が 図2 のボールにかい
た黒い円と同じように変化するため，太陽は自

じ

転
てん
★1しているこ

とがわかる。さらに，自転していても地球の昼間の明るさが変
わらないことから，太陽は四方八方に同じように光を出してい
ることもわかる。
●太陽の活動と地球への影響
　太陽は非常に高温であるため，物質は全て気体となってお
り，地球や月のように岩石などの固体の表面をもたない。中
心部は，表面よりもさらに高温で，そこで発生したエネルギー
が表面に伝わり，光や熱として宇宙空間に放出される。その
エネルギーの一部を地球が受けとっている。
　太陽の表面にある黒点は，まわりよりも温度が低い。また，
黒点は太陽の活動が活発になると増加し，おだやかになると
減少する。そのため，黒点の数は太陽の活動のようすを知る
手がかりになる。
　黒点の周辺では， 図6 のような高温のガスがみられること
がある。太陽の活動が活発なときには，電波障害が起きて無
線通信が困難になったり，美しいオーロラが見えたりして，地
球にさまざまな影

えい

響
きょう

がおよぶことがある。このように，太陽活
動は，私たちの生活にも大きく影響している。太陽の表面のようすと内部の想像図

図3

●モデルでわかること
図2 のように，ボールにかいた黒い円は，球体の中央部

では円形だが周辺部ではだ円形に見える。実際の黒点の見
え方もこれと同じである。したがって，太陽も球体であること
がわかる。

図1 のように黒点が太陽の表面で位置を
変えていくことがわかった。

観察から

太陽の活動が活発になって，電波障害が起きると私たちの生
活にどのような影響があるか具体的に考えてみ
よう。

学びをいかして考えよう活用活用活用

ボールにかいた黒い円の移動

実際の黒点の移動のようす

図1

図2

天体の
名前

直径
（地球＝1）

質量
（地球＝1）

密度
〔g/cm3〕

公転の
周期

〔年〕

大気の
主な成分

表面の
平均温度
〔℃〕

太陽 109 332,900 1.41 ── 水素 約6000

地球 （12,756 km）（5,972,000,000兆t） 5.51 1.00 窒
ちっ

素
そ

，酸素 約15

モデルを使って考えよう

黒点の移動は，同じものが移動したのか，できては
消えていくものなのか，モデルを使って考えよう。

西東

1月3日

1月5日

1月7日

プロミネンス
[約1万℃]

コロナ
[約100万℃]
太陽をとり巻く
高温のガスの層

地球の大きさ
太陽の直径は，
地球の約109倍

黒点
[約4000℃]
まわりよりも温度が
低いため，黒く見える。 中心部

[約1600万℃]

表面（光球)
[約6000℃]

太陽と地球の比
ひ

較
かく
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196ページの　　 課題に対して自分の考えをまとめよう。
（使用するキーワード →黒点，球体，自転）

例文は →このページの右下へ

課題に対する結論を表現しよう

ノートに書いてほかの人と比べよう

!
?

特別な光で観察した
黒点のようす

課題に対する結論の例　太陽の表
面には黒点とよばれる黒い斑

はん

点
てん

が
ある。また，太陽は球体で自転して
いる。

日食のときに見えたプロミネンス
（1999年8月11日 トルコ）

図4

日食のときに見えたコロナ
（2009年7月22日 硫

い お う

黄島
とう

近海）

図5

★1 天体が，その中心を通る線を
軸
じく

にして，自分自身が回転すること
を自転という。

水素が出す特別な光で撮
さつ

影
えい

した
太陽黒点とその周辺にみられる
高温のガス

図6

（2014年10月19日）

黒点

太陽は毎日
同じ形だから
球体じゃないかな。 黒点が太陽の

真ん中にあるときと
はしにあるときで
形は……。

メモ
しよう

メモ
しよう
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自然のふしぎ科学つながる

惑星探査機ボイジャーの旅

　惑星探査機ボイジャー1号と２号は1977
年に打ち上げられ，太陽系の惑星や衛星など
についてさまざまな観測をしました。例えば，
木星の衛星イオについては，ボイジャー１号に
より，表面に噴

ふん

煙
えん

がいくつも見つかり，活発な
火山活動を起こしていることが明らかになりま
した（右上図）。また，ボイジャー２号により，
土星の輪や大気について詳

しょう

細
さい

に観測されまし
た（右下図）。
　地球上での受信技術を向上させたことなど
により，当初の計画をこえて観測が続けられ，
ついに2012年にボイジャー1号は太

たい

陽
よう

圏
けん

（太陽から出る粒
りゅう

子
し

の流れが届く範
はん

囲
い

）から出
て，恒

こう

星
せい

と恒星との間の空間に到
とう

達
たつ

した最初
の人工物となりました。そして，打ち上げから
40年以上たった今も太陽系の外に向かって飛
行を続けています。
　ボイジャー1号と2号には，地球の音楽や
映像，メッセージなどを収録したゴールデンレ
コード 図3 が積まれています。地球外の知的
生命体に向けて地球を紹

しょう

介
かい

するものです。実
際に知的生命体がこのディスクを見つけるか
どうかはわかりませんが，地球に私たち人類

がいて，このような探査機を宇宙に送り出せる
ほどの科学技術をもっているという証

しょう

拠
こ

を残
したことには大きな意義があるのです。

? ! 活用問題発見

●惑星の特徴
　惑

わく

星
せい

は，小型で密度が大きい地
ち

球
きゅう

型
がた

惑
わく

星
せい

（水星，金星，地球，火星）と，大型で密度
が小さい木

もく

星
せい

型
がた

惑
わく

星
せい

（木星，土星，天
てん

王
のう

星
せい

，
海
かい

王
おう

星
せい

）に分けられる。地球型惑星は主に
岩石からできており，太陽に近い位置を公転
している。そのため表面温度が比

ひ

較
かく

的
てき

高い。
なかでも地球は，適度な表面温度によって地
表に液体の水があり，酸素をふくむ大気にお
おわれ，生命が存在できる条件が備わってい
る。木星型惑星のうち，木星と土星は主に気
体でできている。天王星と海王星は気体とと
もに大量の氷をふくんでいる。また，木星型
惑星には，氷や岩石などからできた環

わ

があり，
衛
えい

星
せい

を多くもつことも特
とく

徴
ちょう

である。
●惑星以外の天体
　太陽系には，惑星以外にも多くの天体が
存在する。月のように，惑星のまわりを公転
する衛星のほか，太陽のまわりを公転する
小
しょう

惑
わく

星
せい

や，海王星より外側を公転する太
たい

陽
よう

系
けい

外
がい

縁
えん

天
てん

体
たい

，さらに，すい星
せい

などがある。そ
のほか，地球に落下してくるいん石や，地球
の大気とぶつかって発光する流

りゅう

星
せい

のもとにな
る小天体も太陽系を形づくる天体である。

見てみようデータから考えよう

私たち人類は，地球以外の太陽系の惑星や
衛星でも生存できるだろうか。236ページ
の 表1 を見て，考えよう。

太陽系の惑星の特徴

惑星探査機ボイジャー１号と２号に
積まれたゴールデンレコード

図1

図3

図2

水星
太陽の最も近くに位置する惑星。大気はき
わめてうすく，昼夜の温度差は約600℃に
もなる。表面には巨大ながけやクレーター
が見られる。

金星
地球のすぐ内側を公転する惑星。自転は地
球と反対向きで，速度がおそい（金星の1日
は地球の117日）。二酸化炭素の厚い大気
でおおわれている。

地球
私たちの住む惑星。主に窒

ちっ

素
そ

と酸素からなる
大気をもち，表面に大量の水がある。宇宙か
ら見ると，海の青さと雲の白さが美しい。現在
のところ，生物が存在する唯

ゆい

一
いつ

の天体である。

火星
地球のすぐ外側を公転する惑星。探査機に
より，生命の痕

こん

跡
せき

がないか調査されている
が，その証

しょう

拠
こ

は見つかっていない。土にわず
かな水がふくまれている。

木星
太陽系最大の惑星。主に水素とヘリウムから
なる気体でできている。高速で自転してお
り，表面には地球が2つほど入る「大

たい

赤
せき

斑
はん

」
とよばれる巨大な大気の渦

うず

がある。

土星
氷や岩石の粒

つぶ

でできた巨大な環をもつ惑
星。主に水素とヘリウムからなる気体ででき
ていて，土星が入る大きさのプールがあれ
ば，水にうくほど密度が小さい。

天王星
自転軸

じく

が大きく傾
かたむ

き，ほぼ横だおしで公転し
ている。水素の多い大気と氷からなる。大気
にはメタンがふくまれていて，地球からは青
緑色に見える。

海王星
太陽から最も遠くに位置する惑星。水素の
多い大気と氷からなる。地球から青く見える
のは，大気中に多くふくまれるメタンの影

えい

響
きょう

と考えられている。

めい王星
太陽系外縁天体の代表的な
天体。地球の月の約 3

2 の大
きさで，5

1 以下の質量をも
つ。うすい大気がある。

木星の衛星
上段左からエウロパ（地下に
海をもつ）とカリスト。下段左
からガニメデ（水星より大き
い）とイオ（活火山をもつ）。

すい星
太陽系の果てからきた天体
であると考えられている。太
陽に近づくと，美しい尾

お

を見
せることがある。

見てみよう

私たちが太陽系内のほかの惑星に移住するとしたら，どのような
ものが必要になるだろうか。また，太陽系の外側に第二の地球
は見つかるだろうか，生命がすむことができる条件などを考え，
どのような場合，第二の地球が存在できるか話し合ってみよう。

小惑星
主に火星と木星の軌

き

道
どう

の間
にあり，太陽のまわりを公転
している。地球と衝

しょう

突
とつ

する可
能性があるものもある。

小惑星リュウグウ

237ページの　　 課題に対して自分の考えをまとめよう。
（使用するキーワード →太陽系，惑星，衛星，小惑星，すい星）

例文は →p.242へ

課題に対する結論を表現しよう

ノートに書いてほかの人と比べよう

237ページの　　 課題に対して自分の考えをまとめよう。
!!!!!!!!!!!

237ページの　　 課題に対して自分の考えをまとめよう。
（使用するキーワード →太陽系，惑星，衛星，小惑星，すい星）

???????????
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ボイジャー2号が撮影した土星の環

ボイジャー1号が撮
さつ

影
えい

した
木星の衛星イオの火山活動のようす

マックノートすい星

惑星以外の太陽系の天体
太陽系は，惑星のほかに，衛星，小惑星，太陽系外縁天体，すい星などのさまざまな天体で構成されている。

学びをいかして考えよう活用活用活用
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自然のふしぎ科学つながる

惑星探査機ボイジャーの旅

　惑星探査機ボイジャー1号と２号は1977
年に打ち上げられ，太陽系の惑星や衛星など
についてさまざまな観測をしました。例えば，
木星の衛星イオについては，ボイジャー１号に
より，表面に噴

ふん

煙
えん

がいくつも見つかり，活発な
火山活動を起こしていることが明らかになりま
した（右上図）。また，ボイジャー２号により，
土星の環や大気について詳

しょう

細
さい

に観測されまし
た（右下図）。
　地球上での受信技術を向上させたことなど
により，当初の計画をこえて観測が続けられ，
ついに2012年にボイジャー1号は太

たい

陽
よう

圏
けん

（太陽から出る粒
りゅう

子
し

の流れが届く範
はん

囲
い

）から出
て，恒

こう

星
せい

と恒星との間の空間に到
とう

達
たつ

した最初
の人工物となりました。そして，打ち上げから
40年以上たった今も太陽系の外に向かって飛
行を続けています。
　ボイジャー1号と2号には，地球の音楽や
映像，メッセージなどを収録したゴールデンレ
コード 図3 が積まれています。地球外の知的
生命体に向けて地球を紹

しょう

介
かい

するものです。実
際に知的生命体がこのディスクを見つけるか
どうかはわかりませんが，地球に私たち人類

がいて，このような探査機を宇宙に送り出せる
ほどの科学技術をもっているという証

しょう

拠
こ

を残
したことには大きな意義があるのです。

? ! 活用問題発見

●惑星の特徴
惑
わく

星
せい

は，小型で密度が大きい地
ち

球
きゅう

型
がた

惑
わく

星
せい

（水星，金星，地球，火星）と，大型で密度
が小さい木

もく

星
せい

型
がた

惑
わく

星
せい

（木星，土星，天
てん

王
のう

星
せい

，
海
かい

王
おう

星
せい

）に分けられる。地球型惑星は主に
岩石からできており，太陽に近い位置を公転
している。そのため表面温度が比

ひ

較
かく

的
てき

高い。
なかでも地球は，適度な表面温度によって地
表に液体の水があり，酸素をふくむ大気にお
おわれ，生命が存在できる条件が備わってい
る。木星型惑星のうち，木星と土星は主に気
体でできている。天王星と海王星は気体とと
もに大量の氷をふくんでいる。また，木星型
惑星には，氷や岩石などからできた環

わ

があり，
衛
えい

星
せい

を多くもつことも特
とく

徴
ちょう

である。
●惑星以外の天体
　太陽系には，惑星以外にも多くの天体が
存在する。月のように，惑星のまわりを公転
する衛星のほか，太陽のまわりを公転する
小
しょう

惑
わく

星
せい

や，海王星より外側を公転する太
たい

陽
よう

系
けい

外
がい

縁
えん

天
てん

体
たい

，さらに，すい星
せい

などがある。そ
のほか，地球に落下してくるいん石や，地球
の大気とぶつかって発光する流

りゅう

星
せい

のもとにな
る小天体も太陽系を形づくる天体である。

見てみようデータから考えよう

私たち人類は，地球以外の太陽系の惑星や
衛星でも生存できるだろうか。236ページ
の 表1 を見て，考えよう。

太陽系の惑星の特徴

惑星探査機ボイジャー１号と２号に
積まれたゴールデンレコード

図1

図3

図2

水星
太陽の最も近くに位置する惑星。大気はき
わめてうすく，昼夜の温度差は約600 ℃に
もなる。表面には巨大ながけやクレーター
が見られる。

金星
地球のすぐ内側を公転する惑星。自転は地
球と反対向きで，速度がおそい（金星の1日
は地球の117日）。二酸化炭素の厚い大気
でおおわれている。

地球
私たちの住む惑星。主に窒

ちっ

素
そ

と酸素からなる
大気をもち，表面に大量の水がある。宇宙か
ら見ると，海の青さと雲の白さが美しい。現在
のところ，生物が存在する唯

ゆい

一
いつ

の天体である。

火星
地球のすぐ外側を公転する惑星。探査機に
より，生命の痕

こん

跡
せき

がないか調査されている
が，その証

しょう

拠
こ

は見つかっていない。土にわず
かな水がふくまれている。

木星
太陽系最大の惑星。主に水素とヘリウムから
なる気体でできている。高速で自転してお
り，表面には地球が2つほど入る「大

たい

赤
せき

斑
はん

」
とよばれる巨大な大気の渦

うず

がある。

土星
氷や岩石の粒

つぶ

でできた巨大な環をもつ惑
星。主に水素とヘリウムからなる気体ででき
ていて，土星が入る大きさのプールがあれ
ば，水にうくほど密度が小さい。

天王星
自転軸

じく

が大きく傾
かたむ

き，ほぼ横だおしで公転し
ている。水素の多い大気と氷からなる。大気
にはメタンがふくまれていて，地球からは青
緑色に見える。

海王星
太陽から最も遠くに位置する惑星。水素の
多い大気と氷からなる。地球から青く見える
のは，大気中に多くふくまれるメタンの影

えい

響
きょう

と考えられている。

めい王星
太陽系外縁天体の代表的な
天体。地球の月の約 3

2 の大
きさで，5

1 以下の質量をも
つ。うすい大気がある。

木星の衛星
上段左からエウロパ（地下に
海をもつ）とカリスト。下段左
からガニメデ（水星より大き
い）とイオ（活火山をもつ）。

すい星
太陽系の果てからきた天体
であると考えられている。太
陽に近づくと，美しい尾

お

を見
せることがある。

見てみよう

私たちが太陽系内のほかの惑星に移住するとしたら，どのような
ものが必要になるだろうか。また，太陽系の外側に第二の地球
は見つかるだろうか，生命がすむことができる条件などを考え，
どのような場合，第二の地球が存在できるか話し合ってみよう。

小惑星
主に火星と木星の軌

き

道
どう

の間
にあり，太陽のまわりを公転
している。地球と衝

しょう

突
とつ

する可
能性があるものもある。

小惑星リュウグウ

237ページの　　 課題に対して自分の考えをまとめよう。
（使用するキーワード →太陽系，惑星，衛星，小惑星，すい星）

例文は →p.242へ

課題に対する結論を表現しよう

ノートに書いてほかの人と比べよう

!
?

単
元

4

ボイジャー2号が撮影した土星の環

ボイジャー1号が撮
さつ

影
えい

した
木星の衛星イオの火山活動のようす

マックノートすい星

惑星以外の太陽系の天体
太陽系は，惑星のほかに，衛星，小惑星，太陽系外縁天体，すい星などのさまざまな天体で構成されている。

学びをいかして考えよう活用活用活用
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誤った事実の記載

誤記等


